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未来価値創造
未来予測が難しければ、自分で未来を作ればいい。

未来は「見通す」ものではなく「作る」ものだ。

「時流に先んずる」ということの意味は 、これからやってくるものをいち阜く

先取りするというだけではなく、自らの後ろに続くべき「時」の「流れ」を、己自身

で作るということに他ならない。

建学の理念
- - -

「研究と創造に心を致し、常に時流に先んずべし」

次世代文明センタ ー の設立理念

次世代文明センターは教育・研究の両機能を併せ持つ人文社会系•

教養教育系を中心とした文理融合型のセンタ ー です。次世代の文

明社会を担うべき人材へと自らを高めるために、互いに学び合い、

研鑽し合う活動を推進しながら、創造的かつ先端的な知の形成を

目指します。
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MESSAGE 

多様な切り口から社会の在り様を自ら考えずにはいられない私たちになるために、

次世代文明センタ ーが活躍することを期待しています。

「理学は真理と語らい、工学は社会と語らう」というフレ ーズを作りました。二つの学術領

域は切れ目なく続いていて、大学での研究活動では何れも独創性を追求します。ただし、

モノづくりのための学術である工学には、その成果を社会で活用して欲しいという意思が、

本来的に、内在されています。 工学の成果 は、社会を直接的に変えてゆ きます。従って、

この分野に携わる私たちには変わってゆく「将来を想像する力」と、到来する「将来に責任を

持つ力」 とを、自ら養うことが求められています。 このような力は、工学に関する学修と研

究だけでは育成し難いように見えます。全ての生きものがより豊かに暮らせるように、多

様な切り口から社会の在リ様を自ら考えずにはいられない私たちになるために、次世代

文明センターが活躍することを期待しています。

本来の人間性を実現できる未来社会を創るための技術として、今、何を構想するのか。

この問いかけに答えることを目指していきます。

本学は技術(technology)をメインに掲げた大学です。 そして技術は、常に社会のニ ーズ

に応えて展開することで、近代文明の中核をなしてきました。同時に技術の発展は、社会

の中に新たなニーズを掘り起こす役割も担っています。 だからこそ、技術に関わる人間は、

社会の構成要素である人間 本来の生の実現を壊すような方向に、技術が進むことへ、

常に警戒感を持っていなければなりません 。 過去の文明史を振り返れば、残念ながら、

そうした悪例が多々見つかります。 そのような過去に学びながら、本来の人間性を実現で

きる未来社会を創るための技術として、今何を構想するのか。この問いかけに答えるのは、

易しいことではありませんが、私たちはそれを目指します。

次世代に本当に必要とされる人間とは何なのかを考えながら、人間教育に貢献

していきます。

高度経済成長期に掲げられた「 大きな物語」 が終焉を迎え、日本が道標を見失ってから

久しいと言われます。価値観が多様化し、人々の欲望のベクトルがさまざまな方向を指し

ている現代においで教育医療、福祉、経済、経営、モノづくりなど、至る場面で既存の規

範が通用しなくなっていると感じます。そのような不透明で不安定な時代にあって、次世

代に本当に必要とされる人間とは何なのかを考えながら、人間教育に貢献していきます。

固定化された知のフレ ー ムワ ークを解体し、現代の閉塞状況を突破できるような人間

を、本学から塑出できればよいと願っています。世界の動向を観察すれば、今後、ますま

す格差社会とデジタル監視社会が 到来するとことが予想されます。文明社会の行く末を

見極めながら、公正で成熟した判断を下せる「教養ある」市民社会の実現可能性を模索

します。










